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1.はじめに
　本研究では，著者らが提唱する「多元的デジタルアー
カイブズ [1]」のデザイン手法を用いて，東日本大震災発生
後に提供された複数の災害情報を統合し，デジタル地球
儀を用いて一元表示する一連のマッシュアップ群を，オ
ンラインコミュニティによる共同作業によって制作した．
これらのマッシュアップ群により，災害に関する正確な情
報を伝えるコンテンツをすばやく制作し，より多くのユー
ザに提供するとともに，震災記憶を後世に継承するデジ
タルアーカイブズを実現することができた．
　東日本大震災は，インターネットインフラが整備され
た後に起きたはじめての大災害である．震災発生後，被
害状況の伝達や復興支援を目的として，政府，自治体，企
業などによるWebを用いた情報配信が行われたが，いず
れも個別の情報発信にとどまっており，個別に存在する
データ群を相互に関連付けて，俯瞰的に把握することが
難しかった．著者らはこの状況に際し，これまでにナガ
サキ，ヒロシマ原爆などのデジタルアーカイブズ構築に
用いてきたデザイン手法を用いて，複数のデータ群をマッ
シュアップサーバにより統合し，デジタル地球儀「Google 
Earth」上に一元表示するマッシュアップを，オンラインコ
ミュニティによる共同作業によって制作した．次章以降
では，著者らが制作したマッシュアップ群と，公開後の
反響から推測した，それらの有効性について述べる．

2．多元的デジタルアーカイブズ
　既存のデジタルアーカイブは，単体の公文書館等の収
蔵資料をデジタル化し，その保管とネットワークを通じ
た利用を可能にするものであり，単独ユーザによる資料
の個別利用を前提にデザインされてきた．一方，アーカ
イブズ学における「アーカイブズ」は，記録の当事者や
当初の作成・利用目的を超えた利用可能性を孕んだもの
として定義されている [2]．近年では，記録の自由な共有
と編集が可能になった社会状況に適合するモデルとして

「レコード・コンティニュアム（以降 RCM）」（図 1：[2]

より転載）が提唱されている．

　図 1の次元 1～ 3において，個人による行為が記録さ
れ，組織化されてアーカイブとなる．次元 4において，
複数のアーカイブの統合と，ユーザコミュニティによる
集合記憶化が行われる．このようにして，収蔵された記
録に社会的永続性が備わるとともに，アーカイブ群の内
容に対するより深い理解が生まれる．しかし，既存のアー
カイブズデザイン手法においては，複数アーカイブの横
断的な閲覧や，ユーザコミュニティとの連携は配慮され
ていないため，RCMに適合しなかった．
　著者らは，RCMに適合するアーキテクチャを「多元
的デジタルアーカイブズ」と定義し，その成立要件を以
下のようにまとめた．

　1.デジタルアーカイブ群の統合
　　個別に存在する複数のデジタルアーカイブを統合
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図 1　レコード ・ コンティニュアム
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て，第一・第二原発周辺における避難と屋内退避が指示
された．この指示内容は時間経過につれて変化し，該当
する区域を正確に把握しづらかった．
　そこで著者は，Twitter上で他のユーザに対する協力
を呼びかけ，ポリゴンデータによる避難域と，気象庁が
提供する福島県内の風向き情報のマッシュアップを作成
することにした．午前 7時に，著者が通勤電車内におい
て他ユーザにポリゴンデータ作成をツイートで依頼し，
最初のバージョンが公開された時刻は午前 11時である．
所要時間は約 4時間であり，震災後の同種のコンテンツ
のうちでは，もっとも早い情報公開となった．図 4に，
Twitterユーザ@kokogikoによる避難域ポリゴンデータ
の実装報告を示す．

　震災発生翌日の公開後，3月 15日までに約 25万 [PV]，
3月17日までに約100万 [PV]のアクセスがあった．また，
Googleマイマップ上で27 [件 ]の評価と15 [件 ]の好意的
なコメントが寄せられた．
　このコンテンツは，前章で述べた「多元的デジタルアー
カイブズ」のデザイン手法を用いて制作されており，マッ
シュアップそのものの構築と，その制作に関わったユー
ザコミュニティ形成が同時に行われた．コミュニティに
参加した Twitterのユーザたちによって「信頼性の高い
コンテンツ」として認知され，ツイートやリツイート経
由で多数のアクセスが集まることになった．
　このように，著者らの手法を用いることで，正確な
情報を伝えるマッシュアップコンテンツをすばやく制作
し，より多くのユーザに提供することができた．

4.通行実績情報マッシュアップ
　著者らは，Web上で提供されていた震災情報の kml
データ群を，自動車メーカー各社から提供が開始された

　　し，相互に参照しながら閲覧できるようにする．
　2.ユーザコミュニティとの連携
　　デジタルアーカイブ群の統合に付随するユーザコ
　　ミュニティと連携し，コミュニケーションの機会を
　　提供する．
　3.コンテンツを一元表示するユーザインターフェイス
　　1および 2のコンテンツを一元表示し，各々の時間
　　的・空間的な関連性を把握しやすくする．

　さらに，これらの要件を充たすために，データを統合
するマッシュアップサーバと，時空間インタフェースを
提供するデジタル地球儀を組み合わせたデザイン手法を
考案し「Nagasaki Archive [1]」「ヒロシマ・アーカイブ（図
2）」などの実装例を制作してきた．なお「多元的デジタ
ルアーカイブズ」についての詳細は，著者らによる論文
[1]を参照されたい．

　著者らは，前章で述べた震災後の状況に際して，この
「多元的デジタルアーカイブズ」のデザイン手法を応用し，
複数のデータ群をデジタル地図上に統合して一元表示す
るマッシュアップを，オンラインコミュニティによる共
同作業によって制作した．

3.福島原発からの距離マップ
　著者らは，福島第一・第二原子力発電所からの避難
域と風向きの情報をオンライン地図に重層表示すること
で，該当地域と周辺地域のユーザに正確な情報をすばや
く伝えることを目的として，Googleマイマップを用い
たマッシュアップを制作し，2011年 3月 12日に公開し
た（図 3）．
　福島第一原子力発電所事故発生当日から翌日に掛け

図 2　ヒロシマ ・ アーカイブ

図 3　福嶋原発からの距離マップ

図 4　Twitter ユーザ @kokogiko による実装報告
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通行実績情報と重層表示するマッシュアップを作成し，
2011年 3月 14日に公開した（図 5）．
　道路の開通状況は，被災者救援や震災復興のための物
資輸送などを支援するために有用な情報である．本田技
研工業とトヨタ自動車は，カーナビゲーションサービス
を利用するユーザから提供された前日の通行実績・渋滞実
績情報を統合した kmzデータを，それぞれ 2011年 3月 12
日，17日に公開した（本稿執筆時点では公開終了している）．
　著者らは，これらの通行実績データは単体で閲覧す
るだけではなく，避難所の所在地や救援物資等の他の地
理情報データと重層することによって，より有用なもの
となると考えた．そこで，多元的デジタルアーカイブズ
のデザイン手法を用いて，通行実績情報と他の震災関連
情報のマッシュアップを作成した．公開後，データの掲
載希望を Twitter上で募り，ユーザのリクエストに応え，
11のデータ群を最終的に重層表示した．図 6に，避難
所の所在地と通行可能な道路情報が重層表示された例
を，図 7に，東京電力の作業車の通行ログが重層表示さ
れた例を，それぞれ示す．

　図 8に，Twitter上で掲載データをリクエストしたユー
ザの一人である@Nob_Kodera（小寺信良氏）による，「炊
き出し＋緊急避難所」データの実装報告を示す．

　マッシュアップ公開後 5月 31日までに，Twitter上で
4500回以上の言及がなされ，290,553 [PV]のアクセスが
あった．本コンテンツについても，前章で述べた「福島
原発からの距離マップ」と同様に，コンテンツ制作と，
制作に関与するユーザコミュニティ形成が同時進行した
結果，コンテンツの信頼性が高まり，ソーシャルメディ
アでの伝播を経て，多数のアクセスを集めることになっ
たと推測される．

5.被災地三次元フォトオーバレイ

　著者らは，複数のニュースサイト等に掲載された写真
群の撮影アングルを再現してフォトオーバレイ化し，デ
ジタル地球儀上で一元表示するマッシュアップを制作
し，2011年 3月 25日に公開した（図 9）．
　震災発生直後，海外のインターネットニュースサイト
において，被災写真特集が複数掲載された．これらは国
内のメディアに掲載されたものには見られないメッセー
ジ性を備え，被災地の悲惨な状況を伝えている．しかし，
こうしたWebギャラリーでは写真単体に注目が集まり，
被写体同士の地理的な関連性や，被災前後の状況の変化
の把握が難しい．
　著者らは，これらの写真群を被災前の空中写真および

図 5　通行実績情報マッシュアップ　＊口絵にカラー版掲載

図 6　避難所と通行実績情報の重層表示

図 7　原子力発電所と作業者の通行実績情報の重層表示

図 8　小寺信良氏による実装報告

図 9　被災地三次元フォトオーバレイ
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三次元地形と重層表示し，写真が撮影された地点の文脈
を伝えるとともに，各写真間の時空間的な関連性を示す
ことで，被災状況をより深く知る機会をユーザに提供で
きると考えた．そこで，「多元的デジタルアーカイブズ」
のデザイン手法を用いて， 複数のニュースサイト等に掲
載された写真群の撮影アングルを再現し，デジタル地球
儀上で一元表示するマッシュアップを制作した．すべて
の写真について，以下の手順に沿ってマッピングしてカ
メラアングルを再現し，フォトオーバレイ化した．

　1.写真のメタデータから撮影地を推定し，大まかな場
　　所に Placemarkとしてマッピングする．写真内に店
　　舗の看板等，場所を特定できるものが写っている場
　　合は，位置情報検索を用いてマッピングする．
　2. 1.の結果を Photooverlayタグに置換後，映っている
　　家屋の屋根，あるいは背景の地形などの三次元要素
　　を，被災前の衛星画像および地形と目測比較し，正
　　確な撮影地点とカメラアングルを推定してフォト
　　オーバレイを実装する．

　収録されたフォトオーバレイの例を図 10に示す．ま
た，空中写真ストリートビューをチェックボックスで切
り換え，比較できるようにした（図 11，12）．
　4月 11日以降は，宮城大学中田千彦研究室，二宮章氏，
古橋大地氏，首都大学東京の大学院生有志らから提供
された被災地写真，360度パノラマ画像（図 13），そし
て被災者証言のバイノーラル録音データ（図 14）の収
録も開始した．さらに 12月 10日以降，被災後の時間
経過を捉えた組写真のフォトオーバレイ化も開始した
（図 15）．

図 10　フォトオーバレイ例　＊口絵にカラー版掲載

図 11　被災前後の衛星画像切り換え

図 12　被災地写真とストリートビューの比較

図 13　360 度パノラマ画像
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　このマッシュアップ公開後，本稿執筆時点までに世界
中から133,372 [PV]のアクセスがあった．3章で述べた「福
島原発からの距離マップ」，4章で述べた「通行実績情報
マッシュアップ」と同様に，制作に関わったユーザのコ
ミュニティによる信用付けが，コンテンツの信頼性向上
に寄与し，アクセスを集めることになったと考えている．
　また「被災地フォトオーバレイ」は，2章で述べたヒ
ロシマ・ナガサキのアーカイブズ同様に，悲劇の記憶を
後世に伝えるアーカイブズとしての側面も持っている．
構築に参画するオンライン /オフラインコミュニティの
構成メンバーは日々増加し，それに従ってコンテンツ
の充実度と信頼度も向上する．その結果，アーカイブズ
に社会的な永続性が付与されることを企図している．コ
ミュニティを通して収録された資料の事例として，写真
家：村山嘉昭氏により提供された「皆既月蝕と陸前高田
の一本松」のフォトオーバレイを図 16に示す．

6.おわりに
　著者らは「多元的デジタルアーカイブズ」のデザイ

ン手法を応用することにより，災害情報を正確に伝え
る速報的マッシュアップや，震災の記憶を未来に継承す
るアーカイブズを実現することができた．これらの成果
物は，インターネット上で数多く参照されるとともに，
Webサービスコンテストで受賞するなど [3]，一定の評価
を得ている．災害の影響はいまだ色濃く，次なる大地震
の発生可能性も取り沙汰されている．本稿で解説した手
法についても，有事における活用に向け，さらに精度を
高めていく予定である．
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図 16　「皆既月蝕と陸前高田の一本松」

図 14　被災者証言のバイノーラル録音データ

図 15　大槌町の被災直後， 復旧過程の組写真　＊口絵にカラー版掲載


